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１．「特集記事」掲載の提案理由 

３市共同可燃ごみ処理施設は４月本格稼働の予定ですが、直近数年間の

各市の本件に関する情報発信の状況は、市によって情報量・情報内容に相

当バラツキがあり、市民の理解度・関心度も地域によって温度差があると

思われます。 

  また、各情報も進捗状況に応じて発信されており、全体像（施設の内容、

運営体制、ごみ分別への影響等）が把握しにくい状況になっています。  

  このプロジェクトを成功させるためには、市民の十分な理解と更なるご 

み減量の取り組みが不可欠であり、市民会議として、稼働前に３市が連携 

した「特集記事」を市報等全世帯配布の媒体に掲載し、３市市民に周知す 

ることを提案いたします。 

 

２．「特集記事」掲載の提案内容 

 (1)目的 

    ①３市が連携した「特集記事」を掲載することにより、新施設建設の 

目的・施設概要・運営体制・施設周辺住民への感謝等について３市 

市民の認識を共有化する。 

   ②本格稼働を契機に、３市共通の目的として更なるごみ減量を推進す 

    る機運を盛り上げる。 

 

(2)方法 

   ①各市の広報紙又はごみ情報紙の１ページ（Ａ３の場合）に可燃ごみ 

処理施設の特集記事を載せる。 

②各市のＨＰ（トップページ）にも要約版を載せ、ごみ分別アプリでも 

新施設の稼働情報を発信する等幅広く広報し、市民への周知徹底を 

図る。 

 

(3)時期 

   令和２年３月１５日（各市の広報紙又はごみ情報紙の発行日） 

 

 (4)内容 

   紙面構成は各市独自で行うが、掲載内容はほぼ３市共通とし統一感の 

あるものとする。（②～④、⑦は各市共通とする）  

     ① 広域化の目的 

    ② 施設の概要と運営体制（図解して分かりやすく） 

    ③ 環境対策、交通量増加対策 等 

       ④ 見学・研修等の受入れ体制 

    ⑤ 稼働後の可燃ごみの分別ルールと減量の推進 
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    ⑥ 市長メッセージ（広域化の意義、周辺住民への感謝、更なるごみ 

減量 等） 

3市の連携をアピールするため、各紙に３市長のメッセージを同 

時掲載することを提案する。 

    ⑦ 市民会議のメッセージ（周辺住民への感謝、更なるなるごみ減量、 

市民会議の役割 等） 

       

３．今後の連携記事の掲載について 

   可燃ごみ処理施設の本格稼働後も、3市が連携して、新施設に関する 

情報及びごみ減量に資する情報等を各市の「ごみ情報紙」に定期的に掲 

載することを提案いたします。 
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